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１．本年度の活動報告 （電子地域通貨）

電子地域通貨導入に向け、2回のＷＧを開催。そこでの意見を踏まえ、市において実施方針案を検討。

2012年6月19日ＷＧ開催
秋田市における電子地域通貨の将来像、利用像についてディスカッション。
他地域の事例等の紹介

2012年8月9日ＷＧ開催
利用イメージのディスカッション。他地域事例の紹介
⇒市内部において、電子地域通貨の導入方針を検討することとする

2012年12月19日事務局協議
導入目的、システム案の検討

2013年2月5日事務局協議
実施方針案の検討、次年度について



あきたスマートシティ・プロジェクト

2

（参考）実施方針案抜粋（目的）

１．あきたスマートシティプロジェクトでの「電子地域通貨」の意義

あきた版電子地域通貨の導入

【目的①】
市民の環境活動等へのインセンティブ付与の仕組
みとして導入

【目的②】
市内経済・産業活性化等へ寄与
する仕組みの導入

市が推奨する環
境配慮の取り組
みに参加する市
民へポイント付
与

低炭素な公共交
通や自転車利
用などによりポ
イント付与

市内商業施設
等のサービス利
用によるＩＣカー
ドの利用

本事業を市内
の新たなサービ
ス事業として立
ち上げ

普及に向け
た取り組み

利便性向上のため、様々なシーンで利用可能
な電子地域通貨の仕組みを検討

普及に向け、他のカード等とのタイアップを検討

取り組み
方針

目的

環境配慮型商
品やサービスの
購入者へのポイ
ント付与

公共分野のｻー ﾋ゙ｽ 商業分野のサービス 事業主体の検討交通分野のｻー ﾋ゙ｽ

その他分野と連携する取り組み
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６．事業主体の考え方（２）

あきた電子地域通貨運営主体
（ＳＰＣ、社団法人等）

秋 田 市 民

リース会社 システム会社

市 交通事業者 駐車場運営者 市内商業者 金融機関

電子地域通貨
サーバ

エコポイント
サーバ

エコ活動・公共施設 バス・タクシー 駐車場・駐輪場 商業施設 クレジットカード等

秋田地区
ICカード

ICカードによる利用 ICカードによる利用 ICカードによる利用 ICカードによる利用 ICカードによる利用

IC利用
データ

エコポイント
データ

エコポイント
原資

エコポイント付与

秋田地区
ICカード

ＩＣカード発行

出資・出損

IC-ＲＷ機器リース

IC-ＲＷ機器設置

サーバ・システム維持管理

リース料

機器
利用料

デポジット

市内商業者等
特典・割引

エコポイント
原資

エコポイント利用

（参考）実施方針案抜粋（事業主体）
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２．次年度の活動方針（案）

引き続き、市内部において、電子地域通貨導入に向けた検討を実施。特に「期待される効果」について、
精査を行うことが必要。

協議会ＷＧとしては、いったん休止。市としての方針を固めたうえで、改めて関連する事業者等との具体
的な協議を行うこととする。

4

住民サービス
の向上

マイカー抑制による
エコへの貢献

バス事業者へ
財政支援改善

利便性向上、サービス向上

１．バス利用促進による環境貢献
（職員証とバスＩＣカード一体化）
統計データにバス利用頻度の推移をランキングで表記
（バス利用を努力目標から数値目標に）
新庁舎（バス停変更）との相乗効果

２．公共施設（エリアなかいち等）とのタイアップ
ＩＣカードで公共施設の利用割引・ポイント付与による
リピーター確保
駅前の賑わい創出によるコンパクトシティへの貢献
（地価下落への歯止め）

２．スムーズな乗降、運行、乗り継ぎ
小銭、両替不要 高齢者でも安心

３．潜在顧客の取り込み
カード利用者のデータ分析を行い、メール等でお得な
情報を配信、マイカーからバスへのシフトを促進

目
標

ＩＣ
カ
｜
ド
導
入
効
果

支出削減

１．データ解析に基づく運行計画策定
・データは常に現場からリアルタイム入手
・ＩＣｶｰﾄﾞだからわかる情報を有効活用
（年齢、性別、住所、職業、学校、利用頻度、曜日、時間帯等）
・計画策定作業の合理化

２．運賃自動計算による確実な運賃収受
・不正乗車の防止

３．収入源の確保
・カードチャージ（前受金）によりバス事業者の資金繰りが改善
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３．本年度の活動報告 （低炭素モビリティ）

事業成果事業内容

運行実績情報のデータ化

車両台数の削減ポテン
シャルの定量化

削減可能コストの推計

運行実績データの
可視化・最適化

低炭素車両の導入計画
の策定

CO2排出削減効果の推
計

地域へのEV普及方策の
提案

EV普及による地域電力
供給活用方策の提案

調
査
・
分
析
・
評
価

次
年
度
以
降
の
展
開

に
対
す
る
構
想
素
案

 可視化により、約1～2割程度の終日未使
用車両が顕在化

 最適化により、さらに約2割程度の使用不
要車両が顕在化

削減ポテンシャルが全車両台数の約3割程
度見出され、
一部売却による資産コストの低減
残車両のリースバックによるランニングコスト
の低減
による削減可能コストが導出・顕在化

上記の削減可能コストを原資として、
左に示す将来展開構想を実行に移すための
具体的方策の検討が必要
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４．次年度以降の活動方針

2013年
庁内調整
周辺企業との調整
？

2014年
最適車数詳細調査
リースバック導入
？

2015年
庁内ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ移行
EV順次導入
？

2016年
山王地区
官民EVｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ
事業開始

2012年
今年度事業
（事前調査）

スタートとゴールをつなぐ
ために、いつ、どのように、
誰と協力して進めていけ
ばよいか？

EVを導入する

官民で共有する

現状の公用車運用実績を精査して
「ムダ使い」をあぶり出し、この削減
分を導入の原資とする

「官」の資産管理下にある公用車を、
リースバックという手法を導入し、
「民」の資産管理下に委譲する

公用車を対象とした２つの改革が本事業のキモとなる要件

事
業
の
想
定

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

事
業
の
キ
モ
と
な
る

要
件

想
定
さ
れ
る

導
入
プ
ロ
セ
ス

現
行
公
用
車
（市
所
有
）

リ
ー
ス
バ
ッ
ク

リ
ー
ス
バ
ッ
ク

リ
ー
ス
バ
ッ
ク

削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に

応
じ
て
減
車

庁
内
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り

さ
ら
に
余
裕
分
を
減
車

全
台
一
括
リ
ー
ス
バ
ッ
ク

※
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
に
よ
る
一
時
金

リ
ー
ス
バ
ッ
ク

リ
ー
ス
バ
ッ
ク

どの年度のタイミン
グでアクションを起こ
すのが最適か？

庁内の関連部門間
の慎重な調整計画と
着実な実施が重要
課題となり、次年度
に庁内検討会議の
設立・運営を検討


